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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室外空間から取り込んだ空気を室内空間へ供給する給気通路と、
　当該給気通路へ室外空間から取り込んだ空気を通流させる給気手段と、
　室内空間から取り出した空気を室外空間へ排気する排気通路と、
　当該排気通路へ室内空間から取り出した空気を通流させる排気手段と、
　前記給気通路に配置される第１給気領域と前記給気通路における前記第１給気領域より
も下流側に配置される第２給気領域との間で通気性吸湿体から成る第１デシカントロータ
を回転駆動して、前記第１給気領域を通過する空気の除湿と前記第２給気領域を通過する
空気の冷却とを行う第１ロータ部と、
　前記給気通路における前記第１給気領域よりも下流側で前記第２給気領域よりも上流側
に配置される第３給気領域と前記排気通路における第１排気領域との間で通気性吸湿体か
ら成る第２デシカントロータを回転駆動して、前記第３給気領域を通過する空気の除湿と
前記第１排気領域を通過する空気による前記第２デシカントロータの再生とを行う第２ロ
ータ部と、
　前記給気通路における前記第１給気領域と前記第３給気領域との間を通流する空気を、
第１熱媒供給手段にて供給される第１熱媒との熱交換により冷却する第１熱交換部と、
　前記給気通路における前記第３給気領域と前記第２給気領域との間を通流する空気と、
前記排気通路における前記第１排気領域の上流側を通流する空気とを熱交換する第２熱交
換部と、
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　前記排気通路における前記第２熱交換部と前記第１排気領域との間を通流する空気と、
第２熱媒供給手段にて供給される熱を回収した第２熱媒とを熱交換する第３熱交換部と、
　各機器の運転を制御する運転制御部とを備えた空調システムであって、
　前記給気通路は、前記給気通路における前記第２熱交換部を通過した後の空気を前記第
２給気領域を通過させて前記室内空間へ供給する第１分岐通路と、前記給気通路における
前記第２熱交換部を通過した後の空気を前記第１熱交換部を通過させて前記室内空間へ供
給する第２分岐通路と、前記給気通路における前記第２熱交換部を通過した後の空気を前
記室内空間へ供給する第３分岐通路とを有すると共に、前記給気通路における前記第２熱
交換部を通過した後の空気を前記第１分岐通路と前記第２分岐通路と前記第３分岐通路と
の何れかに導く通路切換機構を有し、
　前記運転制御部は、
　前記給気手段にて前記室外空間から前記給気通路へ空気を取り込み、前記排気手段にて
前記室内空間から前記排気通路へ空気を取り出し、前記第１熱媒供給手段にて前記第１熱
媒を前記第１熱交換部へ供給し、前記第２熱媒供給手段にて前記第２熱媒を前記第３熱交
換部へ供給し、前記第１ロータ部の前記第１デシカントロータを回転駆動し、前記第２ロ
ータ部の前記第２デシカントロータを回転駆動し、前記通路切換機構にて前記給気通路に
おける前記第２熱交換部を通過した後の空気を前記第１分岐通路へ通流させる低温除湿運
転と、
　前記給気手段にて前記室外空間から前記給気通路へ空気を取り込み、前記排気手段にて
前記室内空間から前記排気通路へ空気を取り出し、前記第１熱媒供給手段による前記第１
熱媒の前記第１熱交換部への供給を停止し、前記第２熱媒供給手段にて前記第２熱媒を前
記第３熱交換部へ供給し、前記第１ロータ部の前記第１デシカントロータを回転駆動を停
止し、前記第２ロータ部の前記第２デシカントロータを回転駆動し、前記通路切換機構に
て前記給気通路における前記第２熱交換部を通過した後の空気を前記第２分岐通路へ通流
させる中温除湿運転と、
　前記給気手段にて前記室外空間から前記給気通路へ空気を取り込み、前記排気手段にて
前記室内空間から前記排気通路へ空気を取り出し、前記第１熱媒供給手段による前記第１
熱媒の前記第１熱交換部への供給を停止し、前記第２熱媒供給手段にて前記第２熱媒を前
記第３熱交換部へ供給し、前記第１ロータ部の前記第１デシカントロータを回転駆動を停
止し、前記第２ロータ部の前記第２デシカントロータを回転駆動し、前記通路切換機構に
て前記給気通路における前記第２熱交換部を通過した後の空気を前記第３分岐通路へ通流
させる高温除湿運転とを切り換え制御する温湿度調整運転を実行する空調システム。
【請求項２】
　前記給気通路から前記室内空間へ供給された空気の温度を測定する温度測定手段を備え
、
　前記運転制御部は、前記温湿度調整運転として、前記温度測定手段にて測定される測定
温度が高温除湿判定閾値未満である場合、前記高温除湿運転を実行し、前記温度測定手段
にて測定される測定温度が前記高温除湿判定閾値に対して高温の判定閾値である低温除湿
判定閾値を超える場合、前記低温除湿運転を実行し、前記温度測定手段にて測定される測
定温度が前記高温除湿判定閾値以上前記低温除湿判定閾値以下である場合、前記中温除湿
運転を実行する形態で切り換え制御する温度維持運転を実行する請求項１に記載の空調シ
ステム。
【請求項３】
　外部からの運転操作を受け付ける運転操作受付部を備え、
　前記運転制御部は、前記運転操作受付部にて受け付けた運転操作に対応する運転制御指
令に基づいて、前記低温除湿運転と前記中温除湿運転と前記高温除湿運転とを切り換え制
御する請求項１又は２に記載の空調システム。
【請求項４】
　前記通路切換機構は、前記給気通路における前記第２熱交換部の下流側の通路部位に、
前記第１分岐通路と、前記第２分岐通路と、前記第３分岐通路との何れかを連通接続する
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通路切換弁から構成されている請求項１～３の何れか一項に記載の空調システム。
【請求項５】
　前記第１熱媒供給手段は、第１熱媒として室外空気を第１熱媒通流路へ送るファンと、
当該第１熱媒通流路の開閉状態を切り換え可能なダンパ部とから成り、
　前記運転制御部は、前記温湿度調整運転において、前記第１熱媒供給手段による前記第
１熱媒の前記第１熱交換部への供給又は停止を、前記ダンパ部の開放と停止とにより実行
する請求項１～４の何れか一項に記載の空調システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、室外空間から取り込んだ空気を室内空間へ供給する給気通路と、当該給気通
路へ室外空間から取り込んだ空気を通流させる給気手段と、室内空間から取り出した空気
を室外空間へ排気する排気通路と、当該排気通路へ室内空間から取り出した空気を通流さ
せる排気手段と、前記給気通路に配置される第１給気領域と前記給気通路における前記第
１給気領域よりも下流側に配置される第２給気領域との間で通気性吸湿体から成る第１デ
シカントロータを回転駆動して、前記第１給気領域を通過する空気の除湿と前記第２給気
領域を通過する空気の冷却とを行う第１ロータ部と、前記給気通路における前記第１給気
領域よりも下流側で前記第２給気領域よりも上流側に配置される第３給気領域と前記排気
通路における第１排気領域との間で通気性吸湿体から成る第２デシカントロータを回転駆
動して、前記第３給気領域を通過する空気の除湿と前記第１排気領域を通過する空気によ
る前記第２デシカントロータの再生とを行う第２ロータ部と、前記給気通路における前記
第１給気領域と前記第３給気領域との間を通流する空気を、第１熱媒供給手段にて供給さ
れる第１熱媒との熱交換により冷却する第１熱交換部と、前記給気通路における前記第３
給気領域と前記第２給気領域との間を通流する空気と、前記排気通路における前記第１排
気領域の上流側を通流する空気とを熱交換する第２熱交換部と、前記排気通路における前
記第２熱交換部と前記第１排気領域との間を通流する空気と、第２熱媒供給手段にて供給
される熱を回収した第２熱媒とを熱交換する第３熱交換部と、各機器の運転を制御する運
転制御部とを備えた空調システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　これまで、気密性の高い集合住宅等では、建築基準法により２４時間換気が義務付けら
れている観点から、室外空間から取り込んだ空気を室内空間へ供給する給気通路と、当該
給気通路へ室外空間から取り込んだ空気を通流させる給気手段と、室内空間から取り出し
た空気を室外空間へ排気する排気通路と、当該排気通路へ室内空間から取り出した空気を
通流させる排気手段と、給気通路を通流する空気と排気通路を通流する空気とを熱交換す
る熱交換器とを備えた２４時間換気設備が知られている。
　このような２４時間換気設備においては、温度の調整が十分になされないと共に、湿度
の調整が成されないため、例えば、夏場にあっては、比較的高温で且つ比較的湿度の高い
空気を、室外空間から室内空間へ取り込むこととなり、使用者に不快感を与える虞があっ
た。
　そこで、特許文献１に示されるように、室外空間から取り込んだ空気を室内空間へ供給
する給気通路と、当該給気通路へ室外空間から取り込んだ空気を通流させる給気手段と、
室内空間から取り出した空気を室外空間へ排気する排気通路と、当該排気通路へ室内空間
から取り出した空気を通流させる排気手段と、給気通路に配置される第１給気領域と給気
通路における第１給気領域よりも下流側に配置される第２給気領域との間で通気性吸湿体
から成る第１デシカントロータを回転駆動して、第１給気領域を通過する空気の除湿と第
２給気領域を通過する空気の冷却とを行う第１ロータ部と、給気通路における第１給気領
域よりも下流側で第２給気領域よりも上流側に配置される第３給気領域と排気通路におけ
る第１排気領域との間で通気性吸湿体から成る第２デシカントロータを回転駆動して、第
３給気領域を通過する空気の除湿と第１排気領域を通過する空気による第２デシカントロ
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ータの再生とを行う第２ロータ部と、給気通路における第１給気領域と第３給気領域との
間を通流する空気を、第１熱媒供給手段にて供給される第１熱媒との熱交換により冷却す
る第１熱交換部と、給気通路における第３給気領域と第２給気領域との間を通流する空気
と排気通路における第１排気領域の上流側を通流する空気とを熱交換する第２熱交換部と
、排気通路における第２熱交換部と第１排気領域との間を通流する空気と第２熱媒供給手
段にて供給される熱を回収した第２熱媒とを熱交換する第３熱交換部と、各機器の運転を
制御する運転制御部とを備えた空調システムが提案されている。
　当該特許文献１に開示の技術にあっては、室外空間から給気通路へ取り込んだ空気は、
第１ロータ部の第１給気領域において、湿分が通気性吸湿体に吸着されて除湿されると共
に吸湿に伴って通気性吸湿体から放熱される熱を回収して昇温し、第１熱交換部にて第１
熱媒との熱交換により冷却されて降温し、第２ロータ部の第３給気領域において、更に除
湿されると共に昇温し、第２熱交換部において、排気通路を通流する空気との熱交換によ
り冷却されて降温し、第１ロータ部の第２給気領域において、通気性吸湿体から湿分を回
収して加湿されると共に放湿に伴って通気性吸湿体に吸熱されて降温した後、除湿冷却さ
れた空気として、室内空間へ供給される。
　一方、特許文献２に示されるように、室外空間から取り込んだ空気を通流する通路と室
内空間から取り出した空気を通流する通路とを通路切り換え可能な機構を備えたものも知
られており、当該特許文献２に開示の技術にあっては、通路切り換え機構にて、通路を切
り換えることにより、除湿冷房と加湿暖房とを切り換えて実行可能に構成されている。こ
れにより、特許文献２に開示の技術では、除湿冷房運転においては、比較的低温且つ低湿
の空気が室内空間へ供給されると共に、加湿暖房運転においては、比較的高温且つ高湿の
空気が室内空間へ供給される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２０４８２２号公報
【特許文献２】特開２０１２－１０２８８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　これまで、デシカントを用いた空調システムとしては、特許文献１に記載されるように
、冷房除湿を実行する技術や、特許文献２に記載されるように、冷房除湿と暖房加湿とを
切り換え可能な技術が存在したが、使用者のニーズに合わせて、特に、冷房除湿における
温湿度を細やかに調整可能な技術は存在しなかった。
　更に言えば、これまでのデシカントを用いた空調システムでは、冷房除湿又は暖房加湿
の何れかを実行可能な技術しか存在せず、例えば、ヒートポンプ式の空調装置の再熱除湿
運転の如く、取り入れる空気の温度はある程度維持しながらも湿度を低下させる運転を実
行する技術については、これまで知られておらず、改善の余地があった。
【０００５】
　本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、使用者の要求に合わ
せて、室内空間へ供給する空気の温湿度を細やかに調整し得るデシカント空調システムを
提供する点にある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するための本発明の空調システムは、
　室外空間から取り込んだ空気を室内空間へ供給する給気通路と、
　当該給気通路へ室外空間から取り込んだ空気を通流させる給気手段と、
　室内空間から取り出した空気を室外空間へ排気する排気通路と、
　当該排気通路へ室内空間から取り出した空気を通流させる排気手段と、
　前記給気通路に配置される第１給気領域と前記給気通路における前記第１給気領域より
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も下流側に配置される第２給気領域との間で通気性吸湿体から成る第１デシカントロータ
を回転駆動して、前記第１給気領域を通過する空気の除湿と前記第２給気領域を通過する
空気の冷却とを行う第１ロータ部と、
　前記給気通路における前記第１給気領域よりも下流側で前記第２給気領域よりも上流側
に配置される第３給気領域と前記排気通路における第１排気領域との間で通気性吸湿体か
ら成る第２デシカントロータを回転駆動して、前記第３給気領域を通過する空気の除湿と
前記第１排気領域を通過する空気による前記第２デシカントロータの再生とを行う第２ロ
ータ部と、
　前記給気通路における前記第１給気領域と前記第３給気領域との間を通流する空気を、
第１熱媒供給手段にて供給される第１熱媒との熱交換により冷却する第１熱交換部と、
　前記給気通路における前記第３給気領域と前記第２給気領域との間を通流する空気と、
前記排気通路における前記第１排気領域の上流側を通流する空気とを熱交換する第２熱交
換部と、
　前記排気通路における前記第２熱交換部と前記第１排気領域との間を通流する空気と、
第２熱媒供給手段にて供給される熱を回収した第２熱媒とを熱交換する第３熱交換部と、
　各機器の運転を制御する運転制御部とを備えた空調システムであって、その特徴構成は
、
　前記給気通路は、前記給気通路における前記第２熱交換部を通過した後の空気を前記第
２給気領域を通過させて前記室内空間へ供給する第１分岐通路と、前記給気通路における
前記第２熱交換部を通過した後の空気を前記第１熱交換部を通過させて前記室内空間へ供
給する第２分岐通路と、前記給気通路における前記第２熱交換部を通過した後の空気を前
記室内空間へ供給する第３分岐通路とを有すると共に、前記給気通路における前記第２熱
交換部を通過した後の空気を前記第１分岐通路と前記第２分岐通路と前記第３分岐通路と
の何れかに導く通路切換機構を有し、
　前記運転制御部は、
　前記給気手段にて前記室外空間から前記給気通路へ空気を取り込み、前記排気手段にて
前記室内空間から前記排気通路へ空気を取り出し、前記第１熱媒供給手段にて前記第１熱
媒を前記第１熱交換部へ供給し、前記第２熱媒供給手段にて前記第２熱媒を前記第３熱交
換部へ供給し、前記第１ロータ部の前記第１デシカントロータを回転駆動し、前記第２ロ
ータ部の前記第２デシカントロータを回転駆動し、前記通路切換機構にて前記給気通路に
おける前記第２熱交換部を通過した後の空気を前記第１分岐通路へ通流させる低温除湿運
転と、
　前記給気手段にて前記室外空間から前記給気通路へ空気を取り込み、前記排気手段にて
前記室内空間から前記排気通路へ空気を取り出し、前記第１熱媒供給手段による前記第１
熱媒の前記第１熱交換部への供給を停止し、前記第２熱媒供給手段にて前記第２熱媒を前
記第３熱交換部へ供給し、前記第１ロータ部の前記第１デシカントロータを回転駆動を停
止し、前記第２ロータ部の前記第２デシカントロータを回転駆動し、前記通路切換機構に
て前記給気通路における前記第２熱交換部を通過した後の空気を前記第２分岐通路へ通流
させる中温除湿運転と、
　前記給気手段にて前記室外空間から前記給気通路へ空気を取り込み、前記排気手段にて
前記室内空間から前記排気通路へ空気を取り出し、前記第１熱媒供給手段による前記第１
熱媒の前記第１熱交換部への供給を停止し、前記第２熱媒供給手段にて前記第２熱媒を前
記第３熱交換部へ供給し、前記第１ロータ部の前記第１デシカントロータを回転駆動を停
止し、前記第２ロータ部の前記第２デシカントロータを回転駆動し、前記通路切換機構に
て前記給気通路における前記第２熱交換部を通過した後の空気を前記第３分岐通路へ通流
させる高温除湿運転とを切り換え制御する温湿度調整運転を実行する点にある。
【０００７】
　上記特徴構成によれば、第１ロータ部と第２ロータ部とを備えたデシカント式の空調シ
ステムにおいて、第１ロータ部の第１デシカントロータの回転・停止の切り換え、第１熱
媒供給手段による第１熱媒の供給・停止の切り換え、通路切換機構による通路の切り換え
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を実行するという比較的簡易な操作により、通路切換機構の下流側で、第１給気領域での
第１デシカントロータの放湿作用に伴う冷却効果により十分に冷却され降温された除湿空
気を供給する低温除湿運転と、低温除湿運転で供給される空気よりは高温ではあるが比較
的低温の除湿空気を供給する中温除湿運転と、他の空気と熱交換等を行わずに比較的高温
の除湿空気を供給する高温除湿運転とを切り換え制御する温湿度調整運転を実行できる。
結果、室内空間へ供給する空気（以下、空調用空気と呼ぶことがある）を、比較的高温か
ら比較的低温まで切り換えることができ、使用者の要求に沿った状態で、室内空間へ空調
用空気を供給することができる。
【０００８】
　本発明の空調システムの更なる特徴構成は、
　前記給気通路から前記室内空間へ供給された空気の温度を測定する温度測定手段を備え
、
　前記運転制御部は、前記温湿度調整運転として、前記温度測定手段にて測定される測定
温度が高温除湿判定閾値未満である場合、前記高温除湿運転を実行し、前記温度測定手段
にて測定される測定温度が前記高温除湿判定閾値に対して高温の判定閾値である低温除湿
判定閾値を超える場合、前記低温除湿運転を実行し、前記温度測定手段にて測定される測
定温度が前記高温除湿判定閾値以上前記低温除湿判定閾値以下である場合、前記中温除湿
運転を実行する形態で切り換え制御する温度維持運転を実行する点にある。
                                                                                
【０００９】
　上記特徴構成によれば、温湿度調整運転として温度維持運転を実行することで、室内空
間へ供給される温度が比較的低温の高温除湿判定閾値未満である場合、高温除湿運転を実
行して、室内温度を高い側へ調整し、室内空間へ供給される温度が比較的高温の低温除湿
判定閾値を超える場合、低温除湿運転を実行して、室内温度を低い側へ調整し、室内空間
へ供給される温度が高温除湿判定閾値以上且つ低温除湿判定閾値以下の中温の場合、中温
除湿運転を実行する形態で切り換え制御されるから、室内温度を略一定に維持することが
可能となる。
【００１０】
　本発明の空調システムの更なる特徴構成は、
　外部からの運転操作を受け付ける運転操作受付部を備え、
　前記運転制御部は、前記運転操作受付部にて受け付けた運転操作に対応する運転制御指
令に基づいて、前記低温除湿運転と前記中温除湿運転と前記高温除湿運転とを切り換え制
御する点にある。
【００１１】
　上記特徴構成によれば、使用者が、運転操作受付部にて、低温除湿運転と中温除湿運転
と高温除湿運転との何れかに対応する運転操作を実行することで、使用者の要求に応じる
形態で、低温除湿運転と中温除湿運転と高温除湿運転とを実行することができる。これに
より、例えば、夏場等に室内空間を比較的低温に維持したい場合には、低温除湿運転を実
行することで、室内空間を低温側へ調整することができ、例えば、梅雨時等で外気温度を
ある程度維持した状態で除湿のみを行いたい場合には、中温除湿運転を実行することで、
室内空間を冷房運転の如く冷却し過ぎることを防止でき、例えば、室内空間での衣類の乾
燥を行いたい場合には、高温除湿運転を実行することで、比較的高温で乾燥した空気によ
り、衣類の乾燥を良好に実行することができる。
【００１２】
　本発明の空調システムの更なる特徴構成は、
　前記通路切換機構は、前記給気通路における前記第２熱交換部の下流側の通路部位に、
前記第１分岐通路と、前記第２分岐通路と、前記第３分岐通路との何れかを連通接続する
通路切換弁から構成されている点にある。
【００１３】
　上記特徴構成によれば、通路切換機構として通路切換弁を備えることにより、当該通路
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切換弁の開弁状態を切り換えるという、比較的簡易な制御を実行することにより、第２熱
交換部を通過した後の空気を、第１分岐通路と第２分岐通路と第３分岐通路との何れに導
くかを、切り換えることができる。
【００１４】
　本発明の空調システムの更なる特徴構成は、
　前記第１熱媒供給手段は、第１熱媒として室外空気を第１熱媒通流路へ送るファンと、
当該第１熱媒通流路の開閉状態を切り換え可能なダンパ部とから成り、
　前記運転制御部は、前記温湿度調整運転において、前記第１熱媒供給手段による前記第
１熱媒の前記第１熱交換部への供給又は停止を、前記ダンパ部の開放と停止とにより実行
する点にある。
【００１５】
　上記特徴構成によれば、第１熱媒供給手段による室外空気の供給及び停止を、ダンパ部
の開放と停止とにより実行するから、比較的簡易な構成により、室外空気の供給及び停止
を制御できる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】低温除湿運転時における本発明の空調システムの概略構成図
【図２】中温除湿運転時における本発明の空調システムの概略構成図
【図３】高温除湿運転時における本発明の空調システムの概略構成図
【図４】低温除湿運転を実行する場合の空気線図の一例
【図５】中温除湿運転を実行する場合の空気線図の一例
【図６】高温除湿運転を実行する場合の空気線図の一例
【図７】温湿度調整運転の制御フロー図
【図８】温度維持運転処理（自動運転処理）の制御フロー図
【図９】高温除湿・中温除湿・低温除湿を各別に実行する各別運転処理の制御フロー図
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の実施形態に係る空調システム１００は、デシカントを用いた空調装置において
、単に冷却・除湿運転を実行するのみならず、使用者の要求に合わせて、室内空間へ供給
される空調用空気ＳＡの温度及び湿度を細やかに制御し得るものに関する。
　以下、図面に基づいて、当該実施形態に係る空調システム１００の説明を追加する。
【００１８】
　当該実施形態に係る空調システム１００は、図１、２、３に示すように、室外空間ＯＳ
から取り込んだ空気を室内空間ＩＳへ供給する給気通路Ｒ１と、給気通路Ｒ１へ室外空間
ＯＳから取り込んだ空気を通流させる第１ファンＦ１（給気手段の一例）と、室内空間Ｉ
Ｓから取り出した空気を室外空間ＯＳへ排気する排気通路Ｒ２と、排気通路Ｒ２へ室内空
間ＩＳから取り出した空気を通流させる第２ファンＦ２とを備えている。
　通常、運転制御部Ｃ１が、当該第１ファンＦ１及び第２ファンＦ２を回転駆動して、給
気通路Ｒ１及び排気通路Ｒ２に空気を通流させる形態で２４時間換気が実行されている。
　尚、図１、２、３において、空気が通流している通路は実線で示し、空気が通流してい
ない通路は破線で示している。
【００１９】
　更に、空気の除湿及び冷却を行うロータ部として、給気通路Ｒ１に配置される第１給気
領域Ｄ１ａと給気通路Ｒ１における第１給気領域Ｄ１ａよりも下流側に配置される第２給
気領域Ｄ１ｂとの間で通気性吸湿体から成る第１デシカントロータＤ１ｒを回転駆動して
、第１給気領域Ｄ１ａを通過する空気の除湿と第２給気領域Ｄ１ｂを通過する空気の冷却
とを行う第１ロータ部Ｄ１と、給気通路Ｒ１における第１給気領域Ｄ１ａよりも下流側で
第２給気領域Ｄ１ｂよりも上流側に配置される第３給気領域Ｄ２ａと排気通路Ｒ２におけ
る第１排気領域Ｄ２ｂとの間で通気性吸湿体から成る第２デシカントロータＤ２ｒを回転
駆動して、第３給気領域Ｄ２ａを通過する空気の除湿と第１排気領域Ｄ２ｂを通過する空
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気にて第２デシカントロータＤ２ｒの再生とを行う第２ロータ部Ｄ２とを備えている。
　当該、第１ロータ部Ｄ１及び第２ロータ部Ｄ２の構成につき、説明を加える。
　第１ロータ部Ｄ１に設けられる第１デシカントロータＤ１ｒは、モータ等の回転機構部
Ｍ１により、回転される回転軸に中心部が固定されて比較的低速の所定の回転速度で回転
駆動し、第１給気領域Ｄ１ａ及び第２給気領域Ｄ１ｂを横断する姿勢で配設された円盤状
又は円柱状の部材として構成されている。当該第１デシカントロータＤ１ｒは、回転軸に
沿う方向に貫通する多数の通路が形成されたハニカム状に形成されており、第１給気領域
Ｄ１ａ及び第２給気領域Ｄ１ｂにおいて空気が第１デシカントロータＤ１ｒを貫通する状
態で通過する。当該第１デシカントロータＤ１ｒは、ゼオライト、シリカゲル、活性炭等
の公知の吸着剤を担持して、通気性吸着体とされている。
　このような第１デシカントロータＤ１ｒを備えた第１ロータ部Ｄ１は、第１給気領域Ｄ
１ａ及び第２給気領域Ｄ１ｂのうち、第１給気領域Ｄ１ａに比較的低温の空気が通過する
ことにより、当該空気が第１デシカントロータＤ１ｒの吸湿時の放熱作用による温度上昇
を伴って除湿され、それにより第１デシカントロータＤ１ｒは空気の水分を吸着した状態
となる。その水分を吸着した第１デシカントロータＤ１ｒの部分が、上記回転駆動により
第２給気領域Ｄ１ｂに移動することになる。
　一方、第２給気領域Ｄ１ｂに比較的高温の空気が通過することで、その空気は第１デシ
カントロータＤ１ｒの放湿時の吸熱作用による温度低下を伴って加湿され、それにより第
１デシカントロータＤ１ｒは、上記吸着した水分を脱着させて再生されることとなる。そ
の再生された第１デシカントロータＤ１ｒの部分が、上記回転駆動により第１給気領域Ｄ
１ａに移動することになる。
　このようにして、第１ロータ部Ｄ１は、第１給気領域Ｄ１ａを通過する空気を除湿を行
うことができると共に、第２給気領域Ｄ１ｂを通過する空気の冷却を行うことができるよ
うに構成されている。
【００２０】
　第２ロータ部Ｄ２は、上記第１ロータ部Ｄ１の説明において、第１給気領域Ｄ１ａが第
３給気領域Ｄ２ａに、第２給気領域Ｄ１ｂが第１排気領域Ｄ２ｂとなる点を除き、第１ロ
ータ部Ｄ１と同一の構成を有しているため、ここでは、その詳細な説明を割愛する。
【００２１】
　更に、本発明の空調システム１００にあっては、給気通路Ｒ１及び排気通路Ｒ２を通流
する空気を加熱・冷却するべく、以下のように構成されている。
　室外空間ＯＳから取り込んだ空気を室外空間ＯＳへ排気する熱媒通路Ｒ３と、当該熱媒
通路Ｒ３へ室外空間ＯＳから取り込んだ空気を通流させる第３ファンＦ３とが設けられて
いる。更に、給気通路Ｒ１における第１給気領域Ｄ１ａと第３給気領域Ｄ２ａとの間を通
流する空気と熱媒通路Ｒ３を通流する空気とを熱交換する第１プレート型熱交換器ＥＸ１
（第１熱交換部の一例）を備えている。当該構成により、第１給気領域Ｄ１ａの通過によ
り第１デシカントロータＤ１ｒの吸湿作用による湿度低下に伴って昇温した空気は、第１
プレート型熱交換器ＥＸ１にて比較的低温の室外空間ＯＳの空気と熱交換することにより
冷却され、降温する。
　尚、熱媒通路Ｒ３には、その通路を開放状態と閉止状態とに切り替え自在なダンパＤ（
ダンパ部の一例）が設けられており、当該ダンパＤによる熱媒通路Ｒ３の開放状態と閉止
状態との切り換え制御が運転制御部Ｃ１にてなされる。
【００２２】
　給気通路Ｒ１における第３給気領域Ｄ２ａと第２給気領域Ｄ１ｂとの間を通流する空気
と、排気通路Ｒ２における第１排気領域Ｄ２ｂの上流側を通流する空気とを熱交換する第
２プレート型熱交換器ＥＸ２を備えている。当該構成により、第３給気領域Ｄ２ａの通過
により第２デシカントロータＤ２ｒの吸湿作用による湿度低下に伴って昇温した空気は、
第２プレート型熱交換器ＥＸ２（第２熱交換部の一例）にて比較的低温の室内空間ＩＳの
空気との熱交換により冷却され、降温する。
【００２３】
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　更に、排気通路Ｒ２における第２プレート型熱交換器ＥＸ２と第１排気領域Ｄ２ｂとの
間を通流する空気を、第２熱媒としての湯水との熱交換により加熱する湯水コイル加熱器
ＥＸ３（第３熱交換部の一例）を備えている。
　説明を追加すると、湯水を加熱する熱源機（図示せず）と、当該熱源機にて加熱される
湯水を湯水コイル加熱器ＥＸ３と熱源機との間で循環する循環通路Ｒ４と、当該循環通路
Ｒ４の湯水を圧送する圧送ポンプ（図示せず）と、湯水コイル加熱器ＥＸ３へ供給される
湯水の温度を測定する湯水温度センサＳ２とを備えている。
【００２４】
　ここで給気通路Ｒ１について説明を追加すると、給気通路Ｒ１は、給気通路Ｒ１におけ
る第２プレート型熱交換器ＥＸ２を通過した後の空気を第２給気領域Ｄ１ｂを通過させて
室内空間ＩＳへ供給する第１分岐通路Ｒ１ａ（図１に図示）と、給気通路Ｒ１における第
２プレート型熱交換器ＥＸ２を通過した後の空気を第１プレート型熱交換器ＥＸ１を通過
させて室内空間ＩＳへ供給する第２分岐通路Ｒ１ｂ（図２に図示）と、給気通路Ｒ１にお
ける第２プレート型熱交換器ＥＸ２を通過した後の空気を室内空間ＩＳへ供給する第３分
岐通路Ｒ１ｃ（図３に図示）とを有すると共に、給気通路Ｒ１における第２プレート型熱
交換器ＥＸ２を通過した後の空気を第１分岐通路Ｒ１ａと第２分岐通路Ｒ１ｂと第３分岐
通路Ｒ１ｃとの何れかに導く通路切換弁Ｖ（通路切換機構の一例）とを備えている。
【００２５】
　以上の構成により、通路切換弁Ｖが空気を第１分岐通路Ｒ１ａへ導く場合、室外空間Ｏ
Ｓから給気通路Ｒ１へ取り込まれた室外空気ＯＡは、第１ロータ部Ｄ１の第１給気領域Ｄ
１ａ、第１プレート型熱交換器ＥＸ１、第２ロータ部Ｄ２の第３給気領域Ｄ２ａ、第２プ
レート型熱交換器ＥＸ２を通過し、第１ロータ部Ｄ１の第２給気領域Ｄ１ｂを通過した後
、室内空間ＩＳへ空調用空気ＳＡとして供給される。一方、通路切換弁Ｖが空気を第２分
岐通路Ｒ１ｂへ導く場合、室外空間ＯＳから給気通路Ｒ１へ取り込まれた室外空気ＯＡは
、第１ロータ部Ｄ１の第１給気領域Ｄ１ａ、第１プレート型熱交換器ＥＸ１、第２ロータ
部Ｄ２の第３給気領域Ｄ２ａ、第２プレート型熱交換器ＥＸ２を通過し、第１プレート型
熱交換器ＥＸ１を通過した後、室内空間ＩＳへ空調用空気ＳＡとして供給される。更に、
通路切換弁Ｖが空気を第３分岐通路Ｒ１ｃへ導く場合、第１ロータ部Ｄ１の第１給気領域
Ｄ１ａ、第１プレート型熱交換器ＥＸ１、第２ロータ部Ｄ２の第３給気領域Ｄ２ａ、第２
プレート型熱交換器ＥＸ２を通過した後、室内空間ＩＳへ空調用空気ＳＡとして供給され
る。
　室内空間ＩＳから排気通路Ｒ２へ取り込まれた室内空気ＲＡは、図１、２、３に示すよ
うに、第２プレート型熱交換器ＥＸ２、湯水コイル加熱器ＥＸ３、及び第２ロータ部Ｄ２
の第１排気領域Ｄ２ｂを通過した後、室外空間ＯＳへ排気ＥＡとして排出される。
　室外空間ＯＳから熱媒通路Ｒ３へ取り込まれた室外空気ＯＡは、図１に示すように、ダ
ンパＤが開放している場合、ダンパＤ、第１プレート型熱交換器ＥＸ１を通過した後、室
外空間ＯＳへ排気ＥＡとして排出される。尚、図２、３に示すように、ダンパＤが閉止し
ている場合、室外空間ＯＳから熱媒通路Ｒ３へ取り込まれた室外空気ＯＡは、ダンパＤで
せき止められ、それより下流側へ通流することが阻止される。
【００２６】
　運転制御部Ｃ１は、ＬＳＩから成る演算装置及び記憶装置等のハードウェアと当該ハー
ドウェアと協働するソフトウェアとから構成されており、空調システム１００による空調
運転の開始指令を運転操作受付部Ｃ２から受信すると、熱源機へ湯水の加熱を開始する信
号を送信し、圧送ポンプを作動させ、湯水温度センサＳ２にて測定される湯水温度が空調
開始下限湯水温度以上（例えば、５０℃以上の温度）となった後に、第１ファンＦ１、第
２ファンＦ２、第３ファンＦ３の駆動制御、及び第１ロータ部Ｄ１、第２ロータ部Ｄ２の
回転駆動制御、ダンパＤの開閉制御、及び通路切換弁Ｖの切換制御を実行可能に構成され
ている。
【００２７】
　使用者の運転操作を受け付ける運転操作受付部Ｃ２には、自動で室内空間ＩＳの温度を
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所定の温度域に保ちながら除湿を行う温度維持運転処理の実行・停止を切り換える自動温
調除湿運転スイッチＳｗ１と、当該自動温調除湿運転スイッチＳｗ１がＯＮ操作されてい
る場合に点灯する第１点灯ランプＬ１と、室内空間ＩＳの温度を比較的高い温度（例えば
、３０℃より高い温度）に保ちながら除湿を行う高温除湿運転の実行・停止を切り換える
高温除湿運転スイッチＳｗ２と、当該高温除湿運転スイッチＳｗ２がＯＮ操作さている場
合に点灯する第２点灯ランプＬ２と、室内空間ＩＳの温度を比較的低い温度（例えば、２
４℃より低い温度）に保ちながら除湿を行う低温除湿運転の実行・停止を切り換える低温
除湿運転スイッチＳｗ４と、当該低温除湿運転スイッチＳｗ４がＯＮ操作されている場合
に点灯する第４点灯ランプＬ４と、室内空間ＩＳの温度を中温（例えば、２４℃以上３０
℃以下の温度）に保ちながら除湿運転を行う中温除湿運転の実行・停止を切り換える中温
除湿運転スイッチＳｗ３と、当該中温除湿運転スイッチＳｗ３がＯＮ操作されている場合
に点灯する第３点灯ランプＬ３とが備えられている。
【００２８】
　運転制御部Ｃ１は、運転操作受付部Ｃ２にて高温除湿運転スイッチＳｗ２がＯＮ操作さ
れた場合は、温湿度調整運転として以下の高温除湿運転を実行し、中温除湿運転スイッチ
Ｓｗ３がＯＮ操作された場合は、温湿度調整運転として以下の中温除湿運転を実行し、低
温除湿運転スイッチＳｗ４がＯＮ操作された場合は、温湿度調整運転として以下の低温除
湿運転を実行するように構成されている。
　尚、運転制御部Ｃ１は、自動温調除湿運転スイッチＳｗ１がＯＮ操作された場合、温湿
度調整運転として以下の高温除湿運転と中温除湿運転と低温除湿運転とを室内空間ＩＳへ
供給される空調用空気ＳＡの温度に基づいて切り換え制御して、室内空間ＩＳの温度を一
定温度範囲内の温度に維持する温度維持運転を実行する。
【００２９】
＜低温除湿運転＞
　低温除湿運転では、運転制御部Ｃ１が、図１に示すように、第１ファンＦ１を作動させ
室外空間ＯＳから給気通路Ｒ１へ空気を取り込み、第２ファンＦ２を作動させ室内空間Ｉ
Ｓから排気通路Ｒ２へ空気を取り出し、第３ファンＦ３を作動させると共にダンパＤを開
放して室外空間ＯＳから熱媒通路Ｒ３へ空気を取り込んで第１プレート型熱交換器ＥＸ１
へ供給し、熱源機（図示せず）にて加熱された湯水を圧送ポンプ（図示せず）にて湯水コ
イル加熱器ＥＸ３へ導き、第１ロータ部Ｄ１の第１デシカントロータＤ１ｒ及び第２ロー
タ部Ｄ２の第２デシカントロータＤ２ｒを回転駆動し、通路切換弁Ｖにて給気通路Ｒ１を
通流する空気を第１分岐通路Ｒ１ａへ通流させるように制御する。
　これにより、給気通路Ｒ１を通流する室外空気ＯＡは、図４の空気線図に示すように、
第１給気領域Ｄ１ａにて第１デシカントロータＤ１ｒの吸湿作用により除湿されると共に
吸湿作用に伴う放熱により昇温し（図４で、ＯＡ→Ｐ１）、第１プレート型熱交換器ＥＸ
１での室外空気ＯＡとの熱交換により降温し（図４で、Ｐ１→Ｐ２）、第３給気領域Ｄ２
ａにて第２デシカントロータＤ２ｒの吸湿作用により除湿されると共に吸湿作用に伴う放
熱により昇温し（図４で、Ｐ２→Ｐ３）、第２プレート型熱交換器ＥＸ２での室内空気Ｒ
Ａとの熱交換により降温し（図４で、Ｐ３→Ｐ４）、第２給気領域Ｄ１ｂにて第１デシカ
ントロータＤ１ｒの放湿作用に伴う吸熱により降温した後（図４で、Ｐ４→ＳＡ）、空調
用空気ＳＡとして室内空間ＩＳへ供給される。
　尚、図４の空気線図に示すＯＡ、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４、及びＳＡの各ポイントは、
図１の概略構成図の給気通路Ｒ１におけるＯＡ、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４、及びＳＡの各
ポイントに対応しており、夫々における空気の温度及び相対湿度の具体的数値は、以下の
表１に示している。
　当該低温除湿運転により、比較的低温に降温され除湿された空調用空気ＳＡが、室内空
間ＩＳへ供給される。
　尚、当該低温除湿運転は、比較的低温で且つ除湿された空気を空調用空気ＳＡとして供
給する場合に用いる運転であり、例えば、夏場のベース冷房として用いられる。
【００３０】
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【表１】

【００３１】
＜中温除湿運転＞
　中温除湿運転では、図２に示すように、運転制御部Ｃ１が、第１ファンＦ１を作動させ
室外空間ＯＳから給気通路Ｒ１へ空気を取り込み、第２ファンＦ２を作動させ室内空間Ｉ
Ｓから排気通路Ｒ２へ空気を取り出し、第３ファンＦ３を停止させる又はダンパＤを閉止
（図２ではダンパＤを閉止する例を図示）して室外空間ＯＳから熱媒通路Ｒ３への空気の
取り込みを禁止し、熱源機（図示せず）にて加熱された湯水を圧送ポンプ（図示せず）に
て湯水コイル加熱器ＥＸ３へ導き、第１ロータ部Ｄ１の第１デシカントロータＤ１ｒの回
転を停止し、第２ロータ部Ｄ２の第２デシカントロータＤ２ｒを回転駆動し、通路切換弁
Ｖにて給気通路Ｒ１を通流する空気を第２分岐通路Ｒ１ｂへ導くように制御する。
　これにより、給気通路Ｒ１を通流する室外空気ＯＡは、図５の空気線図に示すように、
第１プレート型熱交換器ＥＸ１での室外空気ＯＡとの熱交換により昇温し（図５で、ＯＡ
（Ｐ１）→Ｐ２）、第３給気領域Ｄ２ａにて第２デシカントロータＤ２ｒの吸湿作用によ
り除湿されると共に吸湿作用に伴う放熱により昇温し（図５で、Ｐ２→Ｐ３）、第２プレ
ート型熱交換器ＥＸ２での室内空気ＲＡとの熱交換により降温し（図５で、Ｐ３→Ｐ４）
、第１プレート型熱交換器ＥＸ１での室外空気ＯＡとの熱交換により降温した後（図５で
、Ｐ４→ＳＡ）、空調用空気ＳＡとして室内空間ＩＳへ供給される。
　尚、図５の空気線図に示すＯＡ（Ｐ１）、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４及びＳＡの各ポイントは、
図２の概略構成図の給気通路Ｒ１におけるＯＡ（Ｐ１）、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４及びＳＡの各
ポイントに対応しており、夫々における空気の温度及び相対湿度の具体的数値は、以下の
表２に示している。
　当該中温温除湿運転により、比較的低温に降温され除湿された空調用空気ＳＡが、室内
空間ＩＳへ供給される。
　尚、当該中温除湿運転は、中温で且つ除湿された空気を空調用空気ＳＡとして供給する
場合に用いる運転であり、例えば、梅雨時等に温度を下げ過ぎずに除湿を行う場合に用い
られる。
【００３２】

【表２】

【００３３】
＜高温除湿運転＞
　高温除湿運転では、図３に示すように、運転制御部Ｃ１が、第１ファンＦ１を作動させ
室外空間ＯＳから給気通路Ｒ１へ空気を取り込み、第２ファンＦ２を作動させ室内空間Ｉ
Ｓから排気通路Ｒ２へ空気を取り出し、第３ファンＦ３を停止させる又はダンパＤを閉止
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（図３ではダンパＤを閉止する例を図示）して室外空間ＯＳから熱媒通路Ｒ３への空気の
取り込みを禁止し、熱源機（図示せず）にて加熱された湯水を圧送ポンプ（図示せず）に
て湯水コイル加熱器ＥＸ３へ導き、第１ロータ部Ｄ１の第１デシカントロータＤ１ｒの回
転を停止し、第２ロータ部Ｄ２の第２デシカントロータＤ２ｒを回転駆動し、通路切換弁
Ｖにて給気通路Ｒ１を通流する空気を第３分岐通路Ｒ１ｃへ導くように制御する。
　これにより、給気通路Ｒ１に取り込まれる室外空気ＯＡは、図６の空気線図に示すよう
に、第３給気領域Ｄ２ａにて第２デシカントロータＤ２ｒの吸湿作用により除湿されると
共に吸湿作用に伴う放熱により昇温し（図６で、ＯＡ→Ｐ１）、第２プレート型熱交換器
ＥＸ２での室内空気ＲＡとの熱交換により降温した後（図６で、Ｐ１→ＳＡ）、空調用空
気ＳＡとして室内空間ＩＳへ供給される。
　尚、図６の空気線図に示すＯＡ、Ｐ１、及びＳＡの各ポイントは、図３の概略構成図の
給気通路Ｒ１におけるＯＡ、Ｐ１、及びＳＡの各ポイントに対応しており、夫々における
空気の温度及び相対湿度の具体的数値は、以下の表３に示している。
　当該高温除湿運転により、比較的高温に降温され除湿された空調用空気ＳＡが、室内空
間ＩＳへ供給される。
　尚、当該高温除湿運転は、比較的高温で且つ除湿された空気を空調用空気ＳＡとして供
給する場合に用いる運転であり、例えば、衣類の室内干しを行う場合等に用いられる。
【００３４】
【表３】

【００３５】
　当該実施形態に係る空調システム１００にあっては、上述した高温除湿運転、低温除湿
運転、及び中温除湿運転に加え、これらの運転を室内空間ＩＳに供給される空気の温度に
基づいて切り換え制御する温度維持運転を実行するように構成されている。
　以下、温湿度調整運転として、これら高温除湿運転、低温除湿運転、中温除湿運転、及
び温度維持運転を実行する制御を、図７、８、９の制御フローに基づいて、説明を追加す
る。
【００３６】
　図７に示すように、運転制御部Ｃ１は、運転操作受付部Ｃ２において、自動温調除湿運
転スイッチＳｗ１、高温除湿運転スイッチＳｗ２、中温除湿運転スイッチＳｗ３、及び低
温除湿運転スイッチＳｗ４の何れかがＯＮ操作された場合（♯１０１）、室内空間ＩＳへ
供給される空調用空気ＳＡの温度を測定する空気温度センサＳ１、湯水温度センサＳ２か
らの出力が正常に得られているか確認する（♯１０２）。
　一方、運転制御部Ｃ１は、Ｓｗ１～Ｓｗ４の何れのスイッチもＯＮ操作されていない場
合、２４時間換気を維持すべく、給気通路Ｒ１へ室外空間ＯＳの室外空気ＯＡを取り込む
ように第１ファンＦ１の駆動を維持し、排気通路Ｒ２へ室内空間ＩＳの室内空気ＲＡを取
り込むように第２ファンＦ２の駆動を維持し、ダンパＤを開放する。
　次に、運転制御部Ｃ１は、湯水コイル加熱器ＥＸ３へ供給される湯水温度が下限湯水温
度（例えば、５０℃以上の温度）以上となるように、熱源機（図示せず）にて湯水を加熱
させると共に、圧送ポンプ（図示せず）を働かせる（♯１０３、♯１０４）。
　その後、運転制御部Ｃ１は、高温除湿運転スイッチＳｗ２、中温除湿運転スイッチＳｗ
３、及び低温除湿運転スイッチＳｗ４の何れかがＯＮ操作されている場合（♯１０６）、
各別運転処理（図９に示す制御フローの処理）を実行し（♯１０８）、高温除湿運転スイ
ッチＳｗ２、中温除湿運転スイッチＳｗ３、及び低温除湿運転スイッチＳｗ４の何れもＯ
Ｎ操作されていない場合（即ち、自動温調除湿運転スイッチＳｗ１がＯＮ操作されている
場合）、温度維持運転処理（図８に示す制御フローの処理）を実行する（♯１０７）。



(13) JP 6324269 B2 2018.5.16

10

20

30

40

50

　運転制御部Ｃ１は、温度維持運転処理及び各別運転処理の双方が完了すると、温湿度調
整運転を終了し、２４時間換気の実行を維持する。
【００３７】
＜温度維持運転処理＞
　当該温度維持運転処理にあっては、給気通路Ｒ１を通流した後で室内空間ＩＳへ供給さ
れる空調用空気ＳＡの温度を測定する空気温度センサＳ１の温度に基づいて、高温除湿運
転と、中温除湿運転と、低温除湿運転とを切り換え制御することにより、室内空間ＩＳの
内部を、一定の温度範囲に自動調整する処理である。
　図８に示すように、運転制御部Ｃ１は、空気温度センサＳ１の出力Ｔｒが高温除湿判定
閾値（例えば、２４℃）未満の場合（♯２０１）、室内空間ＩＳの温度を昇温させるべく
、高温除湿運転を実行し（♯２０２）、空気温度センサＳ１の出力Ｔｒが低温除湿判定閾
値（例えば、３０℃）を超える場合（♯２０１）、室内空間ＩＳの温度を降温させるべく
、低温除湿運転を実行し（♯２０４）、空気温度センサＳ１の出力Ｔｒが高温除湿判定閾
値以上低温除湿判定閾値以下の場合（♯２０１）、室内空間ＩＳの温度をその温度に維持
するべく、中温除湿運転を実行する（♯２０３）。
　運転制御部Ｃ１は、当該♯２０１～♯２０４の制御を、自動温調除湿運転スイッチＳｗ
１がＯＦＦ操作されるまで、繰り返し実行する（♯２０１～♯２０５）。
【００３８】
　運転制御部Ｃ１は、自動温調除湿運転スイッチＳｗ１がＯＦＦ操作された場合（♯２０
５）で、且つ、高温除湿運転スイッチＳｗ２、中温除湿運転スイッチＳｗ３、及び低温除
湿運転スイッチＳｗ４のすべてがＯＮ操作されていない場合（♯２０６）、当該温度維持
運転処理を終了する。
　一方、運転制御部Ｃ１は、自動温調除湿運転スイッチＳｗ１がＯＦＦ操作された場合（
♯２０５）で、且つ、高温除湿運転スイッチＳｗ２、中温除湿運転スイッチＳｗ３、及び
低温除湿運転スイッチＳｗ４の何れかがＯＮ操作された場合（♯２０６）、各別運転処理
（図９に示す制御フローの処理）へ移行する（♯２０７）。
　尚、当該実施形態にあっては、自動温調除湿運転スイッチＳｗ１のＯＦＦ操作は、自動
温調除湿運転スイッチＳｗ１がＯＦＦ操作される場合に加え、高温除湿運転スイッチＳｗ
２、中温除湿運転スイッチＳｗ３、及び低温除湿運転スイッチＳｗ４の何れかがＯＮ操作
された場合にも、自動的に実行されるものとする。
【００３９】
＜各別運転処理＞
　当該各別運転処理にあっては、使用者の運転操作受付部Ｃ２への運転操作に従って、高
温除湿運転、中温除湿運転、及び低温除湿運転の夫々を各別に実行する処理である。
　図９に示すように、運転制御部Ｃ１は、高温除湿運転スイッチＳｗ２がＯＮ操作されて
いる場合（♯３０１）、高温除湿運転を実行し（♯３０２）、中温除湿運転スイッチＳｗ
３がＯＮ操作されている場合（♯３０１）、中温除湿運転を実行し（♯３０３）、低温除
湿運転スイッチＳｗ４がＯＮ操作されている場合（♯３０１）、低温除湿運転を実行する
（♯３０４）。
　運転制御部Ｃ１は、当該♯３０１～３０４の制御を、高温除湿運転スイッチＳｗ２、中
温除湿運転スイッチＳｗ３、及び低温除湿運転スイッチＳｗ４のすべてがＯＦＦになるま
で、繰り返し実行する（♯３０１～♯３０５）。
【００４０】
　運転制御部Ｃ１は、高温除湿運転スイッチＳｗ２、中温除湿運転スイッチＳｗ３、及び
低温除湿運転スイッチＳｗ４のすべてがＯＦＦになった場合（♯３０５）で、且つ自動温
調除湿運転スイッチＳｗ１がＯＮ操作されていない場合（♯３０６）、各別運転処理を終
了する。
　一方、運転制御部Ｃ１は、高温除湿運転スイッチＳｗ２、中温除湿運転スイッチＳｗ３
、及び低温除湿運転スイッチＳｗ４のすべてがＯＦＦになった場合（♯３０５）で、且つ
自動温調除湿運転スイッチＳｗ１がＯＮ操作された場合（♯３０６）、温度維持運転処理
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（図５に示す制御フローの処理）へ移行する（♯３０７）。
　尚、当該実施形態にあっては、高温除湿運転スイッチＳｗ２、中温除湿運転スイッチＳ
ｗ３、及び低温除湿運転スイッチＳｗ４の何れかのＯＦＦ操作は、高温除湿運転スイッチ
Ｓｗ２、中温除湿運転スイッチＳｗ３、及び低温除湿運転スイッチＳｗ４の何れかがＯＦ
Ｆ操作されることに加え、自動温調除湿運転スイッチＳｗ１がＯＮ操作された場合にも、
自動的に実行されるものとする。
【００４１】
〔別実施形態〕
（１）上記実施形態では、給気通路Ｒ１の第２分岐通路Ｒ１ｂは、第１ロータ部Ｄ１の第
２給気領域Ｄ１ｂを迂回する状態で配設される例を示した。
　しかしながら、当該第２分岐通路Ｒ１ｂは、第１ロータ部Ｄ１の第２給気領域Ｄ１ｂを
通過する状態で配設しても構わない。
　この場合、第１分岐通路Ｒ１ａと第２分岐通路Ｒ１ｂとは、共通の流路として構成され
る。
【００４２】
（２）上記実施形態では、第１熱交換部及び第２熱交換部として、プレート型熱交換器を
備える例を示した。しかしながら、当該第１熱交換部及び第２熱交換部は、例えば、二重
管式熱交換器や、顕熱ロータを回転駆動するロータ型の熱交換器を採用しても構わない。
【００４３】
（３）上記実施形態では、運転操作受付部Ｃ２を備える例を示したが、当該運転操作受付
部Ｃ２を備えない構成を採用することができる。
　説明を追加すると、当該運転操作受付部Ｃ２を備えない場合、空調システム１００は、
上述した温度維持運転処理を常に実行することとなる。これにより、室内空間ＩＳの温度
は、予め設定される高温除湿判定閾値と低温除湿判定閾値との間の温度に近づくように、
制御される。
【００４４】
　尚、上記実施形態（別実施形態を含む、以下同じ）で開示される構成は、矛盾が生じな
い限り、他の実施形態で開示される構成と組み合わせて適用することが可能であり、また
、本明細書において開示された実施形態は例示であって、本発明の実施形態はこれに限定
されず、本発明の目的を逸脱しない範囲内で適宜改変することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明の空調システムは、使用者の要求に合わせて、室内空間へ供給する空気の温湿度
を細やかに調整し得るデシカント空調システムとして、有効に利用可能である。
【符号の説明】
【００４６】
１００　　：空調システム
Ｃ１　　　：運転制御部
Ｃ２　　　：運転操作受付部
Ｄ　　　　：ダンパ部
Ｄ１　　　：第１ロータ部
Ｄ１ａ　　：第１給気領域
Ｄ１ｂ　　：第２給気領域
Ｄ１ｒ　　：第１デシカントロータ
Ｄ２　　　：第２ロータ部
Ｄ２ａ　　：第３給気領域
Ｄ２ｂ　　：第１排気領域
Ｄ２ｒ　　：第２デシカントロータ
ＥＡ　　　：排気
ＥＸ１　　：第１プレート型熱交換器
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ＥＸ２　　：第２プレート型熱交換器
ＥＸ３　　：湯水コイル加熱器
Ｆ１　　　：第１ファン
Ｆ２　　　：第２ファン
ＩＳ　　　：室内空間
ＯＡ　　　：室外空気
ＯＳ　　　：室外空間
Ｒ１　　　：給気通路
Ｒ１ａ　　：第１分岐通路
Ｒ１ｂ　　：第２分岐通路
Ｒ１ｃ　　：第３分岐通路
Ｒ２　　　：排気通路
ＲＡ　　　：室内空気
Ｓ１　　　：空気温度センサ
ＳＡ　　　：空調用空気
Ｖ　　　　：通路切換弁

【図１】 【図２】
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